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宮崎逸夫教授の御講演を賜りたし、と思います．御講演の前に先生の略歴を簡単に

紹介しますと，前回の水本教授と金沢大学では同期でありまして，昭和30年 3月に

金沢大学医学部を卒業され， 35年に大学院を修了されました．そして，昭和49年に

金沢大学第二外科の教授に御着任されていますが，この間昭和34年から40年の 7年

間，本庄一夫教授を京都大学からお迎えして，直接本庄先生の御指導を賜っておら

れます．学会関係の役職は非常に沢山ございますが，ここでは割愛させていただき

ます．昨年の32回日本消化器外科学会の会長をなさっています．今日の講演は，「解

管損傷」ということになっております．今まで御三方の先生のお話は非常に外科の

先端とL、L、ますか，非常に肩に力の入るようなお話でしたが．今度は少し宮崎先生

にはソフトにお願いできるのではないか，と思います．本圧先生も肝切除，醇全摘

というふうに，非常に力強い外科をおやりになられながら，僕は一面非常に女性的

な所があったとL、う印象を受けます．そうし、う意味で本庄先生は，日本の外科にア

メリカンスタイルをもち込まれた，最初の先生ではないか，と思っております．

それでは，宮崎教授よろしくお願し、します．


